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飛
び
地

　

飛
び
地
合
併
と
い
う
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
を
共
に
乗
り
越
え
、日
高
町
と

門
別
町
が
合
併
し
、新
町「
日
高
町
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

三
月
一
日
現
在
、人
口
が
一
四
、七

六
〇
人（
日
高
地
区
二
、〇
六
八
人
門

別
地
区
一
二
、七
〇
九
人
）と
な
り
町

全
域
の
面
積
が
九
九
二
・
六
八
平
方

㎞
に
な
り
ま
し
た
。

　

両
町
共
に
二
月
十
七
日
に
閉
町
式

を
終
え
、二
月
二
十
八
日
に
は
役
場

庁
舎
を
閉
じ
る
閉
庁
式
が
行
わ
れ
、

い
よ
い
よ
、合
併
の
当
日
で
あ
る
三

月
一
日
に
は
新
町
の
開
庁
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。開
庁
式
に
は
報
道
各
社

が
詰
め
か
け
、町
合
併
と
い
う
事
態

の
重
大
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
し
た
。

　

開
庁
式
で
は
本
庁
舎（
旧
門
別
町

役
場
）前
の
国
旗
掲
揚
塔
で
新
町
章

を
あ
し
ら
っ
た
新
町
旗
が
掲
揚
さ

れ
、正
面
玄
関
の
庁
名
板
の
序
幕
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

業
務
開
始
の
午
前
八
時
三
十
分
に

は
早
速
、住
民
票
の
交
付
手
続
き
に

訪
れ
た
町
民
が
業
務
第
一
号
と
な
り

�������������

3－　　－

����������
�������	
���������	
��
��������������
�������	
����������	
���

郡
司
啓
町
長
職
務
執
行
者（
旧
門
別

町
長
）よ
り
住
民
票
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
あ
と
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
、本
庁
議
場
で
は
日
高
地
区
か
ら

本
庁
勤
務
と
な
る
十
三
人
を
含
む　
４５

人
が
郡
司
職
務
執
行
者
よ
り
辞
令
の

交
付
を
受
け
、総
合
支
所（
旧
日
高
町

役
場
）大
会
議
室（
旧
議
場
）で
は
職

員
二
十
五
名
に
佐
々
木
光
由
参
与

（
旧
日
高
町
助
役
）が
辞
令
交
付
を
行

い
ま
し
た
。

　

郡
司
町
長
職
務
執
行
者
は
職
員
に

対
し「
合
併
し
た
こ
と
に
酔
い
し
れ

る
こ
と
な
く
、お
互
い
に
譲
り
合
い

の
精
神
を
持
っ
て
新
町
の
特
産
品
づ

く
り
に
汗
を
流
し
て
ほ
し
い
。改
革

の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、来

年
度
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り

切
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」と
訓
辞
を

述
べ
、「
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
ベ
ー

ス
に
住
民
と
行
政
が
共
に
協
力
し
あ

い
、新
町「
日
高
町
」の
限
り
な
い
発

展
を
祈
り
ま
す
。」と
挨
拶
し
ま
し

た
。こ
の
様
子
は
議
会
中
継
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
て
総
合
支
所
内
に
も
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

���������������
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《アルペン大回転競技》　　　　　　　　　　　　　　　◎スノーボード競技
　◎スキー競技　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男子　　　中村大介　　１分１４秒２２(様似町)
　　女子Ａ組　滝口　笑　　１分０６秒４８(日高町)　　　《距離競技》
　　女子Ｂ組　下村裕子　　１分１５秒１９(平取町)　　　　 男子Ａ組　尾久謙一　　１０分５７秒(えりも町)
　　女子Ｃ組　盛　美穂　　１分０６秒２４(様似町)　　　　 男子Ｂ組　村上哲也　　１１分０２秒(静内町)
　　女子Ｄ組　今　悦子　　１分２１秒４９(日高町)　　　　 男子Ｃ組　加藤　修　　１０分２８秒(静内町)
　　女子Ｅ組　近藤冨美子　１分１５秒０４(日高町)　　　　 男子Ｄ組　糸洲淳一　　５分２７秒(日高町)
　　男子Ａ組　今　威　　　１分００秒２８(日高町)　　　　 男子Ｅ組　斉藤憲二佐　５分３９秒(静内町)
　　男子Ｂ組　永田智広　　　　５４秒４６(日高町)　　　　 男子Ｆ組　渡部季蔵　　６分３９秒(静内町)
　　男子Ｃ組　福見弘人　　　　５５秒５４(浦河町)　　　　 男子Ｇ組　滝沢新吉　　６分５２秒(静内町)
　　男子Ｄ組　松本　仁　　１分００秒８０(静内町)　　　　 男子Ｈ組　須藤弘三　　１３分３６秒(浦河町)　
　　男子Ｅ組　箱山峰雄　　　　５５秒８７(静内町)　　　　 女子Ａ組　伊藤真愛　　６分１９秒(日高町)
　　男子Ｆ組　寺江　清　　１分０７秒１１(浦河町)　　　　 リレー　１位　静内町　２２分３秒
　　男子Ｇ組　川上　裕　　１分１４秒８５(日高町)
　◎ショートスキー競技
　　女子　　　関本俊子　　１分３９秒８０(日高町)
　　男子　　　上村隆智　　１分０７秒１６(平取町)

◎Ａクラス　小学生未満男子　　　　　　　　　　　◎Ｆクラス　小学生未満女子
　　　　　　大澤僚太　(阿寒町)　１分３４秒２１　　　　　　　　 　小野寺彩　(日高町)　２分１０秒５５
◎Ｂクラス　小学一・二年男子　　　　　　　　　　◎Ｇクラス　小学一・二年女子
　　　　　　三好凌也　(日高町)　１分２８秒１０　　　　　　　　 　木村彩乃　(占冠村)　１分２６秒０７
◎Ｃクラス　小学三・四年男子　　　　　　　　　　◎Ｈクラス　小学三・四年女子
　　　　　　夏堀龍太　(占冠村)　１分１２秒２０　　　　　　　 　　上村早紀　(平取町)　１分２１秒８６
◎Ｄクラス　小学五・六年男子　　　　　　　　　　◎Ｉクラス　小学五・六年女子
　　　　　　畠山寛輝　(日高町)　１分１０秒５４　　　　　　　 　　福司有紗　(占冠村)　１分２２秒３６
◎Ｅクラス　一般男子　　　　　　　　　　　　　　◎Ｊクラス　一般女子
　　　　　　高橋潤平　(富良野市)１分０７秒６６　　　　　　　　 　矢野花苗　(日高町)　１分０７秒３５

　２月２５日(土)日高国際スキー場で、『第１５回北日高岳大回転

スキー選手権大会』が開催されました。

　今大会は晴天に恵まれ、阿寒町や、千歳市からと遠方の参

加者もあり、競技が繰り広げられました。

　クラス別順位の優勝者のみのご紹介します。

　２月２６日(日)日高国際スキー場で、『第５回日高管内スポー

ツフェスタ・スキー競技大会』が開催されました。

　今回で５回目となるこの大会は、日高管内の１７３名の参加

により、盛大に行われました。

　総合成績は、アルペン競技の優勝が日高町・距離競技の優

勝が静内町の結果となりました。

　クラス別順位の優勝者のみのご紹介します。
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　厚賀中学校美術部員（吉田明子顧問　部員９名）は、第２０回全道中学生

の税をテーマとしたポスターコンクールに応募し、東海林沙紀さん（２年

生）が見事「日高教育局長賞」に入選しました。

　美術部では、昨年も３名の部員が応募しており、今年で２度目の応募。

顧問の吉田先生は「部員たちがポスターの制作を通して、私たちの地域社

会の暮らしの中に生かされている「税」について考え、「税」に対する関心

と理解を深めることを目的に始めたのがきっかけ」と話していました。吉

田先生の指導のもと部員たちも意欲的に取り組んだ結果に入賞を果たし

た東海林さんばかりでなく部員たちも大喜び。授賞式に訪れた日高支庁

税務課長は、「自然を背景にした彼女の作品が一際目についた」と感想を

述べていました。「初めてコンクールに応募し、初めて入賞できて嬉し

かった。「税」についても色々勉強になりました。」と話し、今後も積極的に

コンクールなどに参加していきたいと意欲を見せていました。

　３月１日、日高町と門別町が合併し「日高町」がスター

トしましたが、旧両町消防団も同日付けで統合して新生

『日高消防団』が誕生し、団長には、旧門別消防団長の藤井

豊氏が就任しました。同日午前、日高西部消防組合管理者

職務代理者　中道善光平取町長から藤井豊団長に辞令が

交付されました。３月３日には、新たに日高消防団の幹部

となる分団長以上の団員に対して藤井団長から辞令が交

付されました。　　　　　　　　　　　

　日高消防団　　定員１６５名　実員１５６名（うち女性４名）

　分団の名称

　　日高消防団　門別分団（旧門別消防団　第１分団）

　　　　　　　　富川分団（旧門別消防団　第２分団）

　　　　　　　　厚賀分団（旧門別消防団　第３分団）

　　　　　　　　日高分団

����������	
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奥
右
か
ら

日
高
分
団

分
団
長  
辻　

勝
司

厚
賀
分
団

分
団
長  
武
田
卓
也

富
川
分
団

分
団
長  
藤
本
友
則

門
別
分
団

分
団
長  
中
迫
勝
彦

手
前
右
か
ら

団
本
部

副
団
長  
西　

弘
美

団
本
部

団
長  
藤
井　

豊

団
本
部

副
団
長  
鹿
戸
才
造

����������	
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　２月５日（日）に第２２回全町女性の集い（実行委員長　

田端京子氏）が、門別公民館を会場に行われました。

　全町女性の集いでは例年、各家庭で使用していないタ

オルやシーツなどを集めて、町内の福祉施設へ贈ってお

り、今年度は２０８枚集まりました。集まったタオルなどを

田端実行委員長と小倉副実行委員長の両名が２月２２日

（水）に養護老人ホーム門別長生園へ寄贈をしました。
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開
催
さ
れ
る

平
成　

年
度
成
人
講
座

17

　

平
成　

年
度
成
人
講
座
が
２
月　

日（
日
）

17

19

に
門
別
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
元
企
業
の
北
海
道
日
高
乳
業（
株
）の
協

力
に
よ
り
、道
内
で
も
指
折
り
の
シ
ェ
フ
で
、

サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
内
に
お
い
て「
ト

ラ
ッ
ト
リ
ア
・
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
・
テ
ル
ツ
ィ
ー

ナ
」を
経
営
し
て
い
る
堀
川
秀
樹
氏
を
お
招

き
し
、日
高
乳
業
の
製
品
を
始
め
と
し
た
、地

元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
、美
味

し
い
イ
タ
リ
ア
料
理
４
品
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、堀
川
シ
ェ
フ
の
手
際
の
良
い

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
感
心
し
な
が

ら
、料
理
を
お
い
し

く
作
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
の
説
明
な

ど
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、真
剣
に
メ
モ

を
取
っ
て
い
ま
し

た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

開
催
さ
れ
る

平
成　

年
度
高
齢
者
大
学

17

　

平
成　

年
度
の
こ
と
ぶ
き
学
園
閉
講
式
並

17

び
に
学
園
祭
が
２
月　

日（
火
）、門
別
公
民

28

館
を
会
場
に　

名
の
学
園
生
の
参
加
に
よ
り

80

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、学
長
代
理
で
あ
る
工
藤
教

育
長
職
務
代
理
者
よ
り
本
科
・
専
科
の
代
表

５
名
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
、式
辞
が
述
べ

ら
れ
た
後
、全
員
で「
仰
げ
ば
尊
し
」を
合
唱

し
、一
年
間
を
通
じ
て
学
ん
で
き
た
成
果
を

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、閉
講
式
の
ほ
か
学
園
祭
も
開

催
さ
れ
、参
加
者
全
員
に
よ
る
記
念
写
真
の

撮
影
を
行
っ
た
後
、専
科
で
あ
る「
茶
道
」の

呈
茶
や「
書
道
」

「
陶
芸
」「
絵
手

紙
」の
作
品
展

示
、本
科
の
事

業
写
真
の
展
示

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で

は
、学
園
生
に

よ
る
ダ
ン
ス
や

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
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開
催
さ
れ
る

　

２
月　

日（
日
）に
、道
の
駅「
樹
海
ロ
ー
ド

19

日
高
」２
階
大
会
議
室
で
日
高
山
脈
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
５
の
第
６
回「
わ

ら
じ
を
作
ろ
う
」（
日
高
山
脈
館
主
催
）が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

日
高
町
に
お
住
ま
い
の
寺
山
由
夫
さ
ん
と

後
藤
堅
治
郎
さ
ん
を
先
生
と
し
て
お
招
き

し
、町
内
は
も
と
よ
り
占
冠
村
、静
内
町
、札

幌
市
か
ら　

人
の
み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま

21

し
た
。特
に
今
回
は
、「
興
味
は
あ
る
け
れ
ど

今
ま
で
機
会
が
な
か
っ
た
」と
お
っ
し
ゃ
る

方
が
多
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
作
業

で
し
た
が
、縄
を
綯
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、だ

ん
だ
ん
と
形
を

作
っ
て
い
き
ま

す
。

　

終
了
予
定
の

正
午
に
は
作
業

途
中
の
方
が
多

か
っ
た
の
で
、半

数
近
く
の
方
は

お
昼
か
ら
山
脈

館
へ
と
場
所
を
移
し
て
、仕
上
げ
て
い
か
れ

ま
し
た
。

　

山
脈
館
と
し
て
も
初
め
て
の
内
容
で
準
備

に
手
間
取
り
ま
し
た
が
、お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
講
師
の
寺
山
さ
ん
や
、わ
ら
を
提
供
し

て
く
だ
さ
っ
た
下
笛
博
行
さ
ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
最
後
の
セ

ミ
ナ
ー
で
し
た
の
で
、

終
了
時
に
修
了
証
を

お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
た
だ
い

ま
計
画
中
で
す
。引
き

続
き
、み
な
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
展
示
期
間

　

平
成　

年
３
月　

日（
火
）〜

18

28

　
　
　
　
　

平
成　

年
４
月　

日（
日
）

18

16

○
時　

間

　

平　

日
…　

時
〜　

時

10

18

　

土
・
日
…　

時
〜　

時

10

17

○
会　

場

　

門
別
図
書
館
郷
土
資
料
館（
特
別
展
示
室
）

○
対　

象　

町
民

○
観
覧
料　

無
料

�
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�
�
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開
催
し
ま
す

門
別
図
書
館
郷
土
資
料
館
事
業

　

ま
た
、試
食
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
も

次
々
と
質
問
が
あ
り
、堀
川
シ
ェ
フ
か
ら
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
、参
加

者
も
満
足
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
後
、ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、和

や
か
な
う
ち
に
一
年
間
の「
学
習
」に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

日
高
山
脈
館
事
業
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　平成１７年度の優良少年団員の表彰が２月２６日（日）スポーツセンターで行われました。
　門別町のスポーツ少年団員として率先して活躍し、みんなから信頼されている10名が表彰されました。
　星野明治本部長の式辞の後、一人一人に表彰盾が贈呈されました。続いて、水落英俊社会教育課長が祝辞を述べられ、
受賞者を代表して黒川由芽菜さんが謝辞を述べました。
　受賞少年団員
　　・黒　川　由芽菜（門別町スポーツリーダーズクラブ）
　　・山　際　竜　太（門別町柔道スポーツ少年団）
　　・伊　藤　春　菜（富川ＦＣスポーツ少年団）
　　・桜　井　梨　乃（富川剣道スポーツ少年団）
　　・佐　藤　哲　大（富川野球スポーツ少年団）
　　・山　口　二　矢（富川空手道スポーツ少年団）
　　・吉　田　直　人（門別本町野球スポーツ少年団）
　　・和　田　錬太郎（厚賀剣道スポーツ少年団）
　　・三　輪　昭　博（厚賀野球スポーツ少年団）
　　・　原　　佳奈美（富川ｼﾞｭﾆｱﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｽﾎﾟｰﾂ少年団）

掛けて安心・楽しくスポーツ
�������	
���������

　スポーツ安全保険は、スポーツ、文化、奉仕活動を行うグループの人たちが安心して活動ができるようにつくられた
補償制度です。
・加　入　資　格……５人以上のグループ
・対象となる事故……グループ活動中、往復途中の事故
・保　険　期　間……毎年４月１日から翌年３月３１日まで
・受　け　付　け……毎年３月１日から翌年２月１５日まで
・加入申し込み先……(財)スポーツ安全協会北海道支部 　TEL　０１１－８２０－１７０９
・各用紙取扱場所……門別町教育委員会　　　　　　　　TEL　０１４５６－２－２４５１   
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済見舞金賠償責任保険
（賠償限度額）

傷害保険（保険金額）掛　　金
１人年額区　　　　分

通　　院入　　院後遺障害死　　亡

突　然　死
（急性心不全・
脳内出血等）

１６０万円

対人賠償
１人　　　１億円
１事故　　５億円
免責（自己負担）
　　　　１，０００円

対物賠償
　　　　５００万円
免責（自己負担）
　　　　１,０００円

円

１,５００

円

４,０００

最高 万円

３,０００

万円

２,０００

円

５００

子供（中学生以下）
成人の文化、地域
ボランティア活動

Ａ

１,０００１,８００９００６００８００老人クラブ団体Ｂ

１,０００２,５００１,５００１,０００１,０００子どものスポーツ
団体の指導者ＡＣ

１,５００４,０００３,０００２,０００１,５００大人のスポーツ団
体（高校生以上）Ｃ

１,０００１,８００７５０５００９,０００
山岳登はん、スカ
イダイビングなど
を行う団体

Ｄ

上記補償に身体・財
物賠償合算
１事故５００万加算

２,０００５,０００３,１５０２,１００

１,０５０
子ども団体

（中学生以上）
ＡＷ

対象となりませ
ん

身体・財物賠償合算
１事故５００万５００１,０００１５０１００

�������	
�������������
　門別町としては最後の門別町ゲートボールリーグ戦が、２月２４日（金）
に中央スポーツホールで開催されました。
　今年は１４チーム、１００人が参加し、３ブロックに分かれ日頃の腕前を競
い合いました。
　大会結果は次のとおり。
　　Aブロック 　優勝　清流会Ｂ
　　Bブロック 　優勝　ギンレイ
　　Cブロック 　優勝　トニカ融和会　　
　　総合優勝　　トニカ融和会（３年連続）
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保健福祉課

　℡ ０１４５６－２－６１８３

総合支所住民生活課

　℡ ０１４５７－６－２００１
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健
康
づ
く
り
を
家
庭
や
地
域
に
広
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
旧
門
別
町
で
は
保
健

推
進
員
を　

名
の
方
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

６０

　

地
域
の
健
康
づ
く
り
推
進
に
向
け
て
保
健

推
進
員
協
議
会
を
設
置
し
、役
員
を
中
心
に

活
発
な
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。４
月
か

ら
日
高
町
各
地
域
か
ら　

名
の
方
に
保
健
推

７５

進
員
を
委
嘱
す
る
予
定
で
す
。

�
��
�
�
�
�
�
�
�

��

　

◎
介
護
や
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
受
付

　

◎
乳
幼
児
健
診
等
保
健
事
業
の
協
力

　

◎
健
康
ま
つ
り
へ
の
参
加（
ヘ
ル
シ
ー
試

　

食
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
て
い
ま
す
。）

　

◎
ク
ッ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の
開
催（
月
１

　

回
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
体
に
よ

　

い
食
事
を
試
食
し
て
い
ま
す
。）

　

◎
町
外
研
修
会
へ
の
参
加

今
回
は
昨
年
、門
別
域
住
民
を
対
象
に
交
流

会
等
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

６
月　

日（
火
）、９
月　

日（
火
）も
ん

２１

１３

ち
ゃ
ん
プ
ラ
ザ（
富
川
北
３
丁
目
）に
お
い
て

手
作
り
の
ヘ
ル
シ
ー
料
理
を
低
価
格
で
販
売

し
ま
し
た
。栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
限
定

　

食
は
好
評
で
し
た
。

３００
　

町
民
か
ら
は「
保
健
推
進
員
が
作
る
か
ら

安
心
だ
」「
ま
た
や
っ
て
ほ
し
い
」「
作
り
方
を

教
え
て
ほ
し
い
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	

  
９
月　

日（
火
）、 
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
方

２０

と
防
災
に
つ
い
て
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

本
庁
総
務
課
か
ら
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、老
人
ク
ラ
ブ
会
員
よ
り
避

難
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、非
常
食
の
試
食
や
日
頃

か
ら
気
を
つ
け
て
い
る
事
な
ど
話
し
合
い
ま

し
た
。お
互
い
助
け
合
う
こ
と
の
重
要
さ
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

　

９
月　

日（
土
）厚
賀
老
人
ク
ラ
ブ
、１
月

２４

　

日（
木
）美
原
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
へ
保
健
推

２６進
員
手
作
り
の
健
康
食
の
お
も
て
な
し
を
行

い
ま
し
た
。町
栄
養
士
か
ら
高
齢
者
に
必
要

な
食
事
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。老
人
ク

ラ
ブ
会
員
と
保
健
推
進
員
は
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�
�
��
�
�
�
�
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去
年
の　

月
か
ら
週
２
回
を
目
標
に

１１

通
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
は
元
気
な
ほ
う
だ
と
自
覚

し
て
い
ま
す
が
、少
々
腰
の
痛
み
が
あ

り
、足
の
筋
力
が
な
い
こ
と
も
感
じ
て
い

た
の
で
、運
動
を
始
め
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

気
に
入
っ
て
い
る
の
は
、や
は
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。冬
の
間
は
こ
れ
に

つ
き
ま
す
。い
つ
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
機

械
で
歩
い
て
か
ら
、ス
ト
レ
ッ
チ
や
自
転

車
こ
ぎ
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
。運
動
が
終
わ
っ
た
後
に
も
全
身
の

ス
ト
レ
ッ
チ
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　

運
動
を
し
た
後
は
体
が
軽
く
感
じ
ま

す
ね
。汗
が
よ
く
出
る
よ
う
に
な
っ
て
、

代
謝
が
よ
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
薬
の
量
が
減
っ
て
き
て
、体
重
も
あ

ま
り
増
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

た
い
て
い
、午
後
か
ら
運
動
を
し
て
い

ま
す
が
、そ
の
時
間
を
作
る
た
め
に
、家

事
も
効
率
よ
く
こ
な
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
も
効
果
で
す
ね
！

� �����������������������������������

� �����������������������������������
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国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、国民健康保険被保険者証等、老人保健受給者証、
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等ののののののののののののののののののののの変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更にににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててて福祉医療受給者証等の変更について

　現在お使いの国民健康保険の被保険者証や老人保健の受給者証、福祉医療助成制度の受給者証（以下、「保険

証等」）については、平成１８年３月１日の町村合併により旧門別町の方については、町名・住所が変更となり旧日

高町の方については番号が変更となりますが、合併後の３月～４月中につきましては、現在使用している保険

証等で受診できるよう各医療機関にも周知しております。

　変更の対象となる方については、世帯毎に通知しますので、４月中に手続きをお願いします。

�������	
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　○国民健康保険関係

　　被保険者証、高齢受給者証、標準負担額減額認定証、特定疾病療養受療証

　○老人保健関係

　　受給者証、限度額適用・標準負担額減額認定証、特定疾病療養受療証

　○福祉医療関係

　　重度心身障害者医療費受給者証、ひとり親家庭等医療費受給者証、老人医療費受給者証　乳幼児医療費受

　　給者証

　（１）受付期間　平成１８年４月１１日（火）～平成１８年４月２８日（金）

　（２）受付時間　午前８時３０分～午後５時まで

　（３）手続きに必要な物　現在お使いの保険証等・印鑑

　（４）受付場所　本庁保健福祉課・日高総合支所・富川出張所・厚賀出張所の４箇所で行います。受付場所につ

　　　いては居住地域ごとに指定し、世帯毎に別途通知いたします。また、指定された場所以外でも手続きはで

　　　きますが、交付までの時間が多少長くなります。

�������	
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　合併前の旧門別町では、国民健康保険の出産育児一時金及び葬祭費については申請のあった日に現金または

口座振替により支給しておりましたが、平成１８年３月１日以降は現金での支給を廃止し、全件口座振込により

支給することといたしましたので、お知らせいたします。振込日については、申請日から２週間程度の日数を要

しますので、ご了承ください。なお、出産予定日の１ヶ月前から出産育児一時金の一部を貸付ける制度を設けて

おりますので、貸付を希望される方はご相談ください。
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１．対象者は次のとおりです
　（１）満70歳以上の方（年度途中で満70歳にな
　　　る方は、誕生日の翌月からの申請になり
　　　ます。）
　（２）身体障害者手帳１級又は２級を持って
　　　いる方
２．優待回数
　　１人年24回分（年度途中で対象となった方
　　は、月割り計算されます。）

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					
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１．対象者は次のとおりです
　　満70歳以上の方
　　（年度途中で満70歳になる方は、誕生日の
　　翌月からの申請になります。）
２．助成内容
　　日高町内の生活路線バス料金が無料とな
　　ります。

毎週月、金曜日に６５歳以上の方が無料入浴できます。（優待券不要）

◎申請手続きは、本庁保健福祉課、日高総合支所、各出張所で行っています。
　※申請時には、本人と分かる写真を２枚持参してください。（ﾀﾃ３cm×ﾖｺ２cm）

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴にににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててて日高老人福祉センター無料入浴について
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���������	
���
　　・２月３日　１８：００　普通乗用×歩行者　女性５０歳　死亡　町道
　　・３月３日　６：１０　普通乗用×普通貨物×普通貨物　同乗男性５７歳　死亡　国道２３５
　　　　◎今年に入り２件の交通死亡事故が発生しております。
　　　　　路面や天候を的確に把握して、交差点やカーブは確実な減速、慎重な運転をお願いします。

�������	
���������
　　○新入学(園)児の交通事故防止運動
　　　・４月６日(木)から１５日(土)の１０日間
　　＝各小学校の入学式は、４月６(木)です＝
　　○おめでとう各小学校の入学予定者数
　　　・日高小学校　１６名　　・清畠小学校　２名　　・富川小学校　６１名
　　　・賀張小学校　２名　　・門別小学校　１５名　　・厚賀小学校　６名

��������	
���
　　○ 実施機関　・４月６日(木) ～ １５日(土)
　　○ 重点項目
　　　・二輪車の安全利用の推進
　　　・速度上昇期に伴うスピードの出し過ぎ防止
　　　・シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

�������	
�

��・・・・�����

��・・・・��������

���・・・・��������

��������	
�

���������	
������������

�������	
�����������������	
���������
　＝＝年額５００円で、３万円から８０万円の見舞金＝年額５００円で、３万円から８０万円の見舞金＝（１日以上の通院日数より支給されます。）（１日以上の通院日数より支給されます。）
○共済の目的　○共済の目的

　　・・日高管内の住民が、交通事故により災害を受けた場合、これを救済し、住民の生活の安定と福祉の増進日高管内の住民が、交通事故により災害を受けた場合、これを救済し、住民の生活の安定と福祉の増進
に寄与することを目的としています。　　　に寄与することを目的としています。

○加入できるひと　○加入できるひと
　　・・日高管内に住民登録（外国人登録を含む）をしている方はどなたでも加入できます。日高管内に住民登録（外国人登録を含む）をしている方はどなたでも加入できます。
○会費　○会費

　　・・１人 年額５００円です。（途中加入する場合も同じ）１人　年額５００円です。（途中加入する場合も同じ）
○共済期間　○共済期間

　　・・平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日
○加入方法　○ 加入方法

　　・・加入申込書に住所・氏名等を記入し、役場住民課地域安全係、総合支所または各出張所へ申し込み下さ加入申込書に住所・氏名等を記入し、役場住民課地域安全係、総合支所または各出張所へ申し込み下さ
い。　　　い。

��������	
��
������
��������	
��

����������	
�
����������	�
����
������������	��
��
�����������	

������

�������	

���������	
��

���

��������	
����������	
��
�������	�
���������������	�
��������



11－　　－

����������
　最近、公営住宅などで、突然役場の関係者と名乗る人物が来訪し、「以前訪問したが留守でした。今日は水道水

の水質を調査します。１～２分で終わります。」と言うので、水道の点検サービスと思いお願いをしたところ、

コップにとった水道水に試薬を入れ、「このように黄色くなった場合は、塩素分が高く体に良くない。」と説明

し、「美味しい水にする。２ヶ月間は無料です。」といって強引に浄水器を取り付けた。

　金額を確認すると１５万円と言うので、「高額なので契約は家族に相談してから」と申し出たが、「浄水器は使用

したら返品できない。」と言われ契約してしまった。

��������������
　排水管、水道水の水質、床下や屋根等の家屋の点検を口実に住居に上がり込み、放置しておくと危険であるな

どと不安をあおり、工事施工や清掃役務、浄水器の購入等の契約を迫る悪質な手口です。相手のいいなりになら

ず慎重に対処し、必要のないものはキッパリと断りましょう。町の水道課や保健所の職員、又はその関係者であ

るかのように装い、勧誘をすることがあるので身分証等の提示を求め身元を確認しましょう。万が一契約をし

てしまっても、訪問販売による契約の場合、契約内容を記載した書面を受領してから８日以内は工事等の代金

支払いが終わっていてもクーリング・オフができます。

　なお、平成１６年１１月１１日以降の契約については、事業者が嘘を言ったり脅したりしてクーリング・オフを妨害

した場合、消費者はいつでもクーリング・オフが可能です。

　また、商品の販売などの勧誘をする時は、勧誘に先立って契約の締結について勧誘をする目的であることを

まず明示することを事業者に義務づけるとともに、事業者が商品の性能など重要な事実について言わなかった

り嘘を言ったりしたことにより、消費者が誤って契約をした場合は契約を取り消すことが可能です。

　見知らぬ人のうまい話には必ず裏があるということを常に意識し、このような悪質商法にだまされないよ

う、くれぐれも注意しましょう。その他消費生活に関する相談があれば、下記まで気軽にご相談ください。

○消費生活に関するお問い合わせは・・・　○消費生活に関するお問い合わせは・・・
北海道立消費生活センター ０１１－２７１－０９９９　　　　北海道立消費生活センター　　　　　　　　　０１１－２７１－０９９９
日高支庁地域政策部環境生活課道民生活係 ０１４６－２２－９２５１　　　　日高支庁地域政策部環境生活課道民生活係　　０１４６－２２－９２５１
日高町役場企画商工課商工観光係 ０１４５６－　　　　日高町役場企画商工課商工観光係　　　　　　０１４５６－２２－６１８１－６１８１
日高町役場日高総合支所経済振興課観光係 ０１４５７－　　　　日高町役場日高総合支所経済振興課観光係　　０１４５７－６６－２００８－２００８

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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オレオレ詐欺や架空請求に代表される悪徳商法等の手口を紹介します。オレオレ詐欺や架空請求に代表される悪徳商法等の手口を紹介します。被害を未然に防ぎましょう！被害を未然に防ぎましょう！
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春
の
訪
れ
と
と
も
に
空
気
が
非
常
に
乾
燥

し
強
風
が
吹
く
な
ど
、火
災
の
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、消
防
署
で
は

住
民
各
位
の
協
力
を
得
な
が
ら
無
火
災
を
目

指
し
て
警
戒
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

野
火
の
発
生
原
因
の
殆
ど
が
、��
�
�

�
�
�
�
�
�
に
よ
る
も
の
で
す
。ち
ょ
っ

と
し
た
気
の
緩
み
が
、あ
な
た
の
大
切
な
財

産
や
尊
い
命
を
奪
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
な

く
、隣
近
所
に
も
多
大
な
迷
惑（
損
害
）を
与

え
ま
す
。

　

火
を
取
り
扱
う
と
き
は
、��
�
�
�
を

持
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

　

非
常
時
に
は
携
帯
電
話
を
使
用
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、通
称
名
は
避
け
住

所
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、左
記
の
消
防
の
電
話
番
号（
一
般
電

話
）を
携
帯
電
話
に
登
録
し
て
お
く
の
も
、一

つ
の
方
法
で
す
。

消
防
署

　

富　
　

川　

０
１
４
５
６（
２
）１
５
２
１

　

門
別
本
町　

０
１
４
５
６（
２
）５
２
１
９

　

厚　
　

賀　

０
１
４
５
６（
５
）２
６
２
９

　

日　
　

高　

０
１
４
５
７（
６
）２
２
４
４
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入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、3
月　

日
31

（
金
）迄
に
日
高
総
合
支
所
施
設
整
備
課
建
築

住
宅
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
公
営
住
宅
の
収
入
基
準
と
は
収
入
月
額
２

０
０，
０
０
０
円
以
下
、標
準
家
族
４
人
で
、

年
総
所
得
５，
１
０
３，
９
９
９
円
以
下
。

※（
標
準
家
族
と
は
、給
与
所
得
者
１
人
及
び

扶
養
親
族
３
人
の
世
帯
を
い
う
。）

※
特
公
賃
の
収
入
基
準
は
、２
０
０，
０
０
０

円
以
上
６
０
１，
０
０
０
円
以
下
、家
賃
に
つ

い
て
は
、単
身
住
宅
の
家
賃
は
最
低
３
０，
０

０
０
円
か
ら
３
段
階
。但
し
、２
０
０，
０
０

０
円
以
下
で
も
収
入
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る

者
に
つ
い
て
は
入
居
可
。

　

旧
日
高
町
地
区
は
、広
報
紙
に
よ
り
入
居

募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
平
成　

年
４

１８

月
よ
り
広
報
紙
の
掲
載
を
行
わ
ず
、次
の
場

所
へ
掲
示
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

・
日
高
町
役
場
本
庁
舎

　

・
日
高
町
役
場
日
高
総
合
支
所
庁
舎

　

・
日
高
町
役
場
富
川
出
張
所
庁
舎

　

・
日
高
町
役
場
厚
賀
出
張
所
庁
舎

問
い
合
わ
せ

　

本
庁
舎
管
財
建
築
課
公
営
住
宅
係

　

０
１
４
５
６－

２－
６
１
８
７

　

日
高
総
合
支
所
施
設
整
備
課
住
宅
建
築
係

　

０
１
４
５
７－

６－

２
０
２
４（
内
線　

）
52

新宮下団地千栄団地宮下団地団地名

Ｈ9年度Ｓ56年度Ｈ13年度建設年度

44.32㎡63.43㎡50.31㎡規　模

特公賃公　営公　営種　別

１　戸１　戸１　戸募集戸数

単身者住宅3LDK2DK備　考
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�
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�
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労
働
保
険
の
保
険
料
は
、４
月
１
日
か
ら

５
月　

日（
平
成　

年
度
は
５
月　

日
）ま
で

２０

１８

２２

の
間
に
年
度
更
新
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、左
記
の
と
お
り
申
告
相

談
会
・
集
合
収
集
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

国
立
日
高
少
年
自
然
の
家
で
は
、左
記
の

と
お
り
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

採
用
希
望
の
方
は
、市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、お
申
し
込
み
下
さ
い
。

��
�
��

①
事
務
補
助
員（
非
常
勤
・
パ
ー

　
　
　
　
　

ト
タ
イ
ム
職
員
）

��
�
��
　

歳
〜　

歳
程
度

２０

２５

��
�
��

高
卒
程
度
以
上

�
�
�
��

パ
ソ
コ
ン
経
験
者（
一
太
郎　

　
　
　
　
　

ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
等
）

��
�
��

時
給　

〜
１，
０
０
０
円
程
度

７００

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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�
�
�
�
�
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�
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４
月　

日（
木
）　
　

時
〜　

時

１３

１３

１５

　

会
場　

門
別
町
商
工
会

　

４
月　

日（
金
）　
　

時
〜　

時

１４

１３

１５

　

会
場　

新
ひ
だ
か
町（
旧
静
内
町
）公
民
館

�
�
�
�

　

５
月　

日（
水
）　
　

時
〜　

時

１７

１０

１２

　

会
場　

日
高
町
商
工
会

　

５
月　

日（
金
）　
　

時
〜　

時

１９

１３

１５

　

会
場　

門
別
町
商
工
会

※
浦
河
労
働
基
準
監
督
署
で
は
５
月　

日
ま

２２

で
の
年
度
更
新
期
間
中
、土
・
日
曜
日
及
び
祝

祭
日
を
除
き
毎
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま

で
申
告
書
受
付
、相
談
及
び
保
険
料
領
収
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
相
談
会
、集
合
収
集
の
詳
細
に
つ
い

て
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
浦
河
労
働
基
準
監
督
署

　

℡ 
0
1
4
6－

２
２－

2
1
1
3

�
�
�
��

事
業
サ
ー
ビ
ス
業
務
ま
た
は
一

　
　
　
　
　

般
事
務

�
�
�
��

８
時　

分
〜　

時　

分
の
間

３０

２１

３０

　
　
　
　
　

１
日
平
均
６
時
間

　
　
　
　
　
（
実
働
６
時
間
と
し
、１
週
間
の

　
　
　
　
　

勤
務
時
間　

時
間
以
内
）

３０

��
�
��

②
指
導
補
助
員（
非
常
勤
・
パ
ー

　
　
　
　
　

ト
タ
イ
ム
職
員
）

��
�
��

問
わ
ず

��
�
��

時
給　

〜
１，
０
０
０
円
程
度

７００

�
�
�
��

主
に
所
内
の
宿
泊
棟
の
生
活
環

　
　
　
　
　

境
維
持（
寝
具
等
の
整
理
整
頓
、

　
　
　
　
　

点
検
、補
修
等
並
び
に
宿
泊
棟

　
　
　
　
　

清
掃
等
）

�
�
�
��

９
時　

分
〜　

時　

分
の
間

００

１５

００

　
　
　
　
　

１
日
平
均
５
時
間
以
内

　
　
　
　
　
（
実
働
５
時
間
程
度
と
し
、１
週

　
　
　
　
　

間
の
勤
務
時
間　

時
間
以
内
）

２５

�
�
�
��

平
成　

年
５
月
上
旬

１８

　
　
　
　
　

〜
平
成　

年
３
月　

日

１９

３１

�
�
�
��

各
１
名

�
�
�
��

平
成　

年
４
月
６
日（
木
）

１８

��
�
��

平
成　

年
４
月
中
旬
予
定

１８

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

国
立
日
高
少
年
自
然
の
家　

事
業
企
画
課

　
　
（
担
当　

連
絡
調
整
係
長　

飯
田
）

　

〒
０
７
９－

２
３
１
５

　

沙
流
郡
日
高
町
字
富
岡

　

℡
０
１
４
５
７－

６－

２
９
５
４

　
　
（
連
絡
調
整
係　

直
通
）

　
�
０
１
４
５
７－

６－

３
９
３
４
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�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

①
昭
和　

年
４
月
２
日

５４

　

〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

６０

②
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

６０

　

次
に
掲
げ
る
も
の

　
�
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成　

年
３

１９

　

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　
�
人
事
院
が�
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

　

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

�
�
�
�
�
�
�
�

　

４
月
３
日（
月
）〜
４
月　

日（
金
）

１４

　
（
４
月　

日
通
信
日
付
印
有
効
）

１４

�
�
�
�
�
　

６
月　

日（
日
）

１１

��
��
�
　

道
内
は
札
幌
市

�
�
�
�
�
�

　

札
幌
国
税
局
又
は
人
事
院
北
海
道
事
務
局

�
�
�
�
�
�

　

札
幌
市
で
の
受
験
希
望
者
は
札
幌
国
税
局

　

受
験
申
込
書
は
で
き
る
だ
け
郵
送（
配
達

　

記
録
）に
し
て
く
だ
さ
い
。

��
��
�

　

札
幌
国
税
局

　

℡
0
1
1－

2
3
1－

5
0
1
1

　

苫
小
牧
税
務
署

　

℡
0
1
4
4－

3
2－

3
1
6
5

　

日
高
町
農
産
物
処
理
加
工
所
設
置
及
び

管
理
条
例
の
改
正
に
と
も
な
い
、
平
成　
１８

年
３
月
１
日
よ
り
利
用
方
法
が
、
下
記
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

�
�
�
�

　

使
用
の
日
の
３
日
前
ま
で
に
使
用
申
込

を
す
る
。

�
�
�
�
�
�

　

使
用
承
認
を
受
け
た
と
き
は
直
ち
に
使

用
料
を
前
納
す
る
。

�
�
�
　
　
　
　

　

基
本
時
間
を
４
時
間
と
し
、
超
過
時
間

（
１
時
間
に
満
た
な
い
端
数
は
切
り
上
げ

る
。）に
つ
い
て
規
程
料
金
の
４
分
の
１
を

加
算
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

日
高
町
役
場
日
高
総
合
支
所

　
　
　
　

経
済
振
興
課 
農
産
係

　

℡
０
１
４
５
７－

６－

２
０
０
１　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線　
３３

　

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン　

６－

２
０
０
８

区　
　

分

加
工
所
全
館

金　
　

額

２
千
円

備　
　
　

考

４
時
間
に
つ
き

�
�
�
�

　

一
般
、技
術
幹
部
候
補
生

�
�
�
�

　

○　

歳
以
上　

歳
未
満

20

26

　
　
（　

歳
未
満
は
大
卒
者（
見
込
含
む
））

22

　

○
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者（
見
込
）は
、

　
　
　

歳
未
満

28

�
�
�
�

　

平
成　

年
4
月
1
日（
土
）

18

　
　
　
　

〜
5
月　

日（
金
）

12

�
�
�
�
�

　

5
月　

日（
土
）筆
記
試
験

20

　

5
月　

日（
日
）飛
行
要
員
希
望
者
の
み　

21

　
　
　
　
　
　
　

操
縦
適
性
検
査

�
�
�
�
　

２
等
陸
士

�
�
�
�
　
　

歳
以
上　

歳
未
満（
男
）

18

27

�
�
�
�
　

通
年
、行
っ
て
い
ま
す
。

��
�
�
　

受
付
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

地
域
募
集
相
談
員
ま
た
は
、自
衛
隊
札
幌

　

地
方
連
絡
部
静
内
募
集
事
務
所

℡
０
１
４
６－

４
４－

２
１
２
１（
内
線　

）
３６４

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

①
昭
和　

年
４
月
２
日

５２

　

〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

６０

②
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

６０

　

次
に
掲
げ
る
も
の

　
�
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成　

年
３

１９

　

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　
�
人
事
院
が�
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

　

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

�
�
�
�
�
�

　

約　

名（
全
国
）

８５

�
�
�
�

　

４
月
３
日（
月
）〜
４
月　

日（
金
）

１４

　
（
４
月　

日
消
印
有
効
）

１４

�
�
�
�
�
�

　

札
幌
市
を
第
１
次
試
験
地
と
し
て
希
望
さ

　

れ
る
方
の
場
合

　

〒
０
６
０－

8
5
6
6

　

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１－

１　

　

札
幌
第
１
合
同
庁
舎

　

北
海
道
労
働
局　

総
務
部　

総
務
課　
　

　

人
事
第
１
係

　

℡
０
１
１－

７
０
９－

2
3
1
1

�
�
�
�
�
�
�
�

　

第
１
次
試
験　

６
月　

日�
　

札
幌
市

１１

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

　

浦
河
町
堺
町
西
１
丁
目
３
番　

号
３１

　

浦
河
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
0
1
4
6－

２
２－
2
1
1
3
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発
令
名
・
氏
名
・（
前
職
名
）
の
順
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。（

３
月
１
日
付
け
）

�
�
�
�

○
本
庁
参
与　

高
藤 
（
門
別
町
助
役
）○
総

合
支
所
参
与　

佐
々
木
光
由（
日
高
町
助
役
）

�
�
�
�
�
�
�

○
総
務
課
長
兼
合
併
調
整
室
長
兼
行
政
改
革

推
進
室
長　

佐
藤
則
男（
門
別
町
総
務
課
長

兼
行
政
改
革
推
進
室
長
兼
市
町
村
合
併
推
進

室
長
）○
保
健
福
祉
課
長
兼
保
育
所
管
理
者

（
本
庁
担
当
）　

宮
川
正
己（
門
別
町
保
健
福

祉
課
長
兼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

保
育
所
管
理
者
）○
税
務
課
長　

本
間
達（
日

高
町
議
会
事
務
局
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
兼
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
公
平
委
員

会
事
務
局
長
）○
収
納
対
策
室
長　

澤
井
政

雄（
門
別
町
税
務
課
長
）○
会
計
課
長　

榊
原

春
雄（
門
別
町
出
納
室
長
）○
合
併
調
整
室
参

事　

川
原
久（
門
別
町
市
町
村
合
併
推
進
室

参
事（
日
高
町
・
門
別
町
合
併
協
議
会
派
遣
））

○
門
別
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

磯

浪 
（
日
高
町
施
設
課
長
）○
門
別
愛
生
苑
事

務
長　

清
水
昌
二（
門
別
町
介
護
老
人
保
健

施
設
事
務
長
兼
支
援
相
談
係
長
事
務
取
扱
）

○
保
健
福
祉
課
長
補
佐（
福
祉
担
当
）兼
児
童

家
庭
係
長　

武
藤
直
人（
門
別
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
体
育
担
当
主
幹
兼
体
育
係
長

兼
社
会
教
育
主
事
）○
保
健
福
祉
課
長
補
佐

（
保
健
・
医
療
・
介
護
担
当
）　

横
井
秀
光（
門

別
町
保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
児
童
家
庭
係

長
）○
産
業
課
長
補
佐（
農
政
・
畜
産
担
当
）　

武
田
啓
嗣（
門
別
町
産
業
課
長
補
佐
兼
農
政

係
長
）○
産
業
課
長
補
佐（
水
産
林
務
担
当
）

大
森
敏
尚（
日
高
町
経
済
課
長
補
佐（
農
林
担

当
）○
会
計
課
長
補
佐
兼
指
導
審
査
係
長　

蔦
守（
門
別
町
出
納
室
長
補
佐
兼
出
納
係
長
）

○
収
納
対
策
室
長
補
佐　

野
口
惇（
門
別
町

税
務
課
長
補
佐（
税
等
収
納
対
策
担
当
））○

合
併
調
整
室
長
補
佐　

大
鷹
千
秋（
門
別
町

市
町
村
合
併
推
進
室
付（
日
高
町
・
門
別
町
合

併
協
議
会
派
遣
））○
合
併
調
整
室
長
補
佐　

堂
前
保
志（
門
別
町
市
町
村
合
併
推
進
室
付

（
日
高
町
・
門
別
町
合
併
協
議
会
派
遣
））○
門

別
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
主
任
介

護
支
援
専
門
員　

石
田
富
美
子（
門
別
町
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
介
護
支
援
係

長
兼
介
護
支
援
専
門
員
）○
門
別
愛
生
苑
事

務
長
補
佐
兼
支
援
相
談
係
長　

田
澤
祥
克

（
日
高
町
教
育
委
員
会
産
業
学
習
推
進
室
庶

務
係
長
）○
保
健
福
祉
課
主
幹（
保
健
対
策
担

当
）兼
保
健
指
導
係
長　

園
田
由
美
子（
門
別

町
保
健
福
祉
課
保
健
対
策
担
当
主
幹
）○
上

下
水
道
課
主
幹　

沢
井
義
男（
門
別
町
上
下

水
道
課
主
幹
兼
給
水
係
長
）○
総
務
課
防
災

係
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
主
査　

山
田
誠

（
門
別
町
市
町
村
合
併
推
進
室
付（
日
高
町
・

門
別
町
合
併
協
議
会
派
遣
））○
門
別
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
係
長
兼
介
護
支

援
専
門
員　

佃
昌
子（
門
別
町
保
健
福
祉
課

�
�
�
�
�
�
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三
石
町
字
蓬
栄
１
２
６

　
　

幌　

村　
　

司　
　

様

は
平
成　

年
２
月　

日
、社
会
福
祉
基
金
寄

１８

１０

附
金
と
し
て
金
３
０
０，
０
０
０
円
、老
人

ホ
ー
ム
施
設
運
営
基
金
寄
附
金
と
し
て
金

１，
０
０
０，
０
０
０
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。

◇
西
光
寺
仏
教
婦
人
部
会
長　

山
中
安
子
様

　

タ
オ
ル
、い
よ
か
ん
多
数
◇
磯
貝
英
子
様

（
厚
賀
町
）縫
い
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
◇（
有
）阿

部
水
産
代
表　

阿
部
登
志
夫
様　

さ
け
、し

し
ゃ
も
多
数　

以
上
老
人
ホ
ー
ム
門
別
長
生

園
得
陽
園
へ

◇
鈴
木
シ
マ
様（
門
別
本
町
）み
か
ん
多
数
◇

（
有
）阿
部
水
産
代
表　

阿
部
登
志
夫
様
さ

け
、し
し
ゃ
も
多
数　

以
上
介
護
老
人
保
健

施
設
門
別
愛
生
苑
へ

◇
新
屋
敬
様（
厚
賀
町
）金
一
封　

以
上
日
高

町
社
会
福
祉
協
議
会（
旧
門
別
町
社
会
福
祉

協
議
会
）へ

◇
佐
々
木
繁
夫
様（
富
岡
）金
一
封
◇
大
西
佑

弥
様（
日
高
一
区
）金
一
封
◇
日
高
町
赤
十
字

奉
仕
団
委
員
長　

田
中
久
美
子
様　

ガ
ス
炊

飯
器
他　

点
◇
木
下
ト
モ
子
様（
本
町
東
）金

１０

一
封
◇
西
島
隆
博
様（
本
町
西
）金
一
封
◇
阿

部
佳
様（
若
葉
町
）金
一
封　

以
上
日
高
町
社

会
福
祉
協
議
会（
旧
日
高
町
社
会
福
祉
協
議

会
）へ
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�
�
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�
�
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広
報
誌「
ほ
っ
か
い
ど
う
」が
、こ
れ
ま

で
の
冊
子
ス
タ
イ
ル
か
ら
タ
ブ
ロ
イ
ド
判

に
、発
行
回
数
は
年
2
回
か
ら
年
6
回（
奇

数
月
）に
増
え
る
予
定
で
す
。配
布
に
つ
い

て
は
、今
後
は
新
聞
折
込
等
に
よ
り
、み
な

さ
ん
の
ご
自
宅
へ
お
届
け
し
ま
す
。ま
た
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、公
共
施
設
や
郵
便
局
、金
融
機
関
等

に
も
備
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

新
聞
を
取
ら
れ
て
い
な
い
方
な
ど
で
、

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
個
別
で
送
付

も
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

新
広
報
紙「
ほ
っ
か
い
ど
う
」第
１
号

は
、５
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

　

ど
う
ぞ
、ご
愛
読
く
だ
さ
い
。　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
知
事
政
策
部
知
事
室
広
報
広
聴
課

広
報
グ
ル
ー
プ
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０
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新
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※
構
成
町
は（
平
取
町
・
日
高
町
・
む
か
わ

町
）の
３
町
に
変
わ
り
ま
す
。

〒
0
5
5－

０
１
０
２

　

沙
流
郡
平
取
町
字
小
平　

番
地
２

３９
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保
健
指
導
係
長
兼
介
護
支
援
専
門
員
）○

産
業
課
農
政
係
長　

川
上
寛
明（
門
別
町

産
業
課
）○
上
下
水
道
課
管
理
係
長
兼
門

別
・
富
川
・
厚
賀
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長　

岩

本
直
樹（
門
別
町
上
下
水
道
課
事
業
係
長

兼
管
理
係
長
兼
本
町
・
富
川
・
厚
賀
下
水
処

理
場
長
）○
上
下
水
道
課
施
設
係
長　

福

澤
彰
宏（
門
別
町
上
下
水
道
課
配
水
係
長
）

○
会
計
課
会
計
係
長　

東
親
久（
門
別
町

市
町
村
合
併
推
進
室
付（
日
高
町
・
門
別
町

合
併
協
議
会
派
遣
））○
会
計
課
出
納
係
長

関
本
裕
昭（
日
高
町
町
民
課
住
民
福
祉
係

長（
住
民
担
当
）（
日
高
町
・
門
別
町
合
併
協

議
会
派
遣
））○
収
納
対
策
室
収
納
対
策
係

長　

西
内
康
弘（
門
別
町
税
務
課
）○
総
務

課　

馬
場
富
士
雄（
日
高
町
施
設
課
）○
総

務
課
兼
行
政
改
革
推
進
室　

横
山
純（
日

高
町
総
務
課
）○
住
民
課　

松
原
譲
司（
日

高
町
町
民
課
）○
保
健
福
祉
課　

杉
原
正

樹（
日
高
町
総
務
課
付（
日
高
町
・
門
別
町

合
併
協
議
会
派
遣
））○
会
計
課　

荒
井
早

苗（
門
別
町
出
納
室
）○
会
計
課　

松
浦
弘

治（
日
高
町
総
務
課
）○
会
計
課　

高
柳
真

貴
子（
門
別
町
総
務
課
兼
行
政
改
革
推
進

室
兼
災
害
復
旧
対
策
室
）○
教
育
委
員
会

教
育
次
長
兼
企
画
調
整
室
長　

富
塚
喜
久

雄（
日
高
町
出
納
室
長
兼
施
設
課
参
事（
管

財
担
当
））○
教
育
委
員
会
管
理
課
長
補
佐

兼
企
画
調
整
室
長
補
佐（
学
校
教
育
担
当
）

兼
総
務
係
長　

門
別
隆（
門
別
町
教
育
委

員
会
管
理
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
兼
学
校

教
育
係
長
）○
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

長
補
佐
兼
企
画
調
整
室
長
補
佐（
社
会
教
育

担
当
）兼
業
務
管
理
係
長
兼
門
別
公
民
館
長

補
佐
兼
青
少
年
会
館
長
補
佐
兼
社
会
教
育
主

事　

梅
木
聡（
門
別
町
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
長
補
佐
兼
業
務
管
理
係
長
兼
中
央
公
民

館
長
補
佐
兼
青
少
年
会
館
長
補
佐
兼
社
会
教

育
主
事
）○
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
補

佐（
体
育
担
当
）兼
体
育
係
長
兼
社
会
教
育
主

事　

山
田
典
幸（
日
高
町
町
民
生
活
課
長
補

佐
兼
保
育
所
長
）○
教
育
委
員
会
管
理
課
学

校
教
育
係
長　

星
由
里
子（
日
高
町
教
育
委

員
会
管
理
課
総
務
学
校
教
育
係
長
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

○
日
高
総
合
支
所
庶
務
課
長　

菅
原
剛（
日

高
町
総
務
課
長
）○
日
高
総
合
支
所
経
済
振

興
課
長　

山
田
喜
代
一（
日
高
町
ふ
る
さ
と

振
興
室
長
）○
日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課

長
兼
日
高
保
育
所
管
理
者
兼
日
高
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

互
野
利
夫（
日
高
町

町
民
課
長
）○
日
高
総
合
支
所
施
設
整
備
課

長　

河
淵
俊
幸（
日
高
町
経
済
課
長
、日
高
町

農
業
委
員
会
事
務
局
長
）○
日
高
総
合
支
所

庶
務
課
長
補
佐（
税
務
・
経
理
・
広
報
情
報
担

当
）　

三
谷
雅
範（
日
高
町
総
務
課
長
補
佐

（
財
政
・
広
報
情
報
担
当
）兼
広
報
情
報
係
長
）

○
日
高
総
合
支
所
経
済
振
興
課
長
補
佐　

雫

石
栄
一（
日
高
町
教
育
委
員
会
管
理
課
長
補

佐
兼
産
業
学
習
推
進
室
長
）○
日
高
総
合
支

所
住
民
生
活
課
長
補
佐（
保
険
衛
生
・
健
康
推

進
担
当
）兼
日
高
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

次
長　

西
島
隆
博（
日
高
町
町
民
課
長
補
佐

（
保
険
衛
生
・
健
康
推
進
担
当
）兼
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
））○
日
高
総
合
支
所
住

民
生
活
課
長
補
佐（
住
民
福
祉
担
当
）　

根
田

大
司（
日
高
町
町
民
課
長
補
佐（
住
民
福
祉
担

当
）○
日
高
保
育
所
副
管
理
者
兼
日
高
保
育

所
長　

畠
中
實（
日
高
町
教
育
委
員
会
管
理

課
長
補
佐
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）○

日
高
総
合
支
所
施
設
整
備
課
長
補
佐（
建
築

住
宅
・
土
木
担
当
）兼
建
築
住
宅
係
長　

伊
藤

裕
之（
日
高
町
経
済
課
長
補
佐（
建
築
住
宅
・

土
木
担
当
）兼
建
築
住
宅
係
長
）○
日
高
総
合

支
所
施
設
整
備
課
長
補
佐（
管
財
施
設
・
車
両

管
理
担
当
）兼
管
財
施
設
係
長　

矢
野
満
男

（
日
高
町
施
設
課
長
補
佐（
管
財
施
設
・
車
両

管
理
担
当
）兼
管
財
施
設
係
長
）○
日
高
総
合

支
所
施
設
整
備
課
長
補
佐（
環
境
下
水
道
担

当
）兼
日
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長　

今

秀
記（
日
高
町
施
設
課
長
補
佐（
環
境
下
水
道

担
当
）兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）○
日
高

総
合
支
所
施
設
整
備
課
長
補
佐（
水
道
担
当
）

本
多
治（
日
高
町
施
設
課
長
補
佐（
水
道
担

当
））○
日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課
長
補
佐

（
福
祉
担
当
）　

下
村
洋
一（
日
高
町
町
民
課

長
補
佐（
福
祉
担
当
））○
日
高
総
合
支
所
庶

務
課
長
補
佐（
人
事
給
与
担
当
）兼
総
務
係
長

榎
本
典
康（
日
高
町
総
務
課
長
補
佐（
人
事
給

与
担
当
）兼
総
務
係
長
）○
日
高
総
合
支
所
経

済
振
興
課
長
補
佐（
農
産
・
林
務
担
当
）兼
農

産
係
長　

吉
川
達
宏（
日
高
町
経
済
課
長
補

佐（
農
林
担
当
）兼
農
林
係
長
）○
日
高
総
合

支
所
庶
務
課
経
理
係
長　

水
上
博
志（
日
高

町
総
務
課
財
政
係
長
）○
日
高
総
合
支
所
庶

務
課
広
報
情
報
係
長　

小
野
俊
勝（
日
高
町

ふ
る
さ
と
振
興
室
係
長（
企
画
担
当
））○
日

高
総
合
支
所
庶
務
課
税
務
係
長　

田
中
正
俊

（
日
高
町
総
務
課
税
務
係
長
）○
日
高
総
合
支

所
経
済
振
興
課
企
画
係
長
兼
観
光
係
長　

高

橋
健（
日
高
町
ふ
る
さ
と
振
興
室
係
長（
商
工

観
光
担
当
））○
日
高
総
合
支
所
経
済
振
興
課

林
務
係
長　

川
西
光
浩（
日
高
町
経
済
課
農

林
係
長（
林
務
担
当
））○
日
高
総
合
支
所
住

民
生
活
課
住
民
福
祉
係
長　

金
子
し
の
ぶ

（
日
高
町
町
民
課
住
民
福
祉
係
長（
住
民
担

当
））○
日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課
主
幹

（
健
康
推
進
担
当
）兼
健
康
推
進
係
長
兼
日
高

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
兼
介
護
支

援
専
門
員　

赤
坂
布
世（
日
高
町
町
民
課
健

康
推
進
係
長
兼
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
保

健
師
）○
日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課
保
険

衛
生
係
長（
保
険
担
当
）　

大
友
光
晴（
日
高

町
町
民
課
保
険
衛
生
係
長
）○
日
高
総
合
支

所
住
民
生
活
課
保
険
衛
生
係
長（
衛
生
担
当
）

小
闕
正
徳（
日
高
町
町
民
課
保
険
衛
生
係
主

査
）○
日
高
保
育
所
上
席
保
育
士　

矢
野
志

信（
日
高
町
町
民
課
保
育
所
主
査
）○
日
高
保

育
所
上
席
保
育
士　

石
橋
明
子（
日
高
町
町

民
課
保
育
所
主
査
）○
日
高
総
合
支
所
施
設

整
備
課
土
木
係
長　

吉
田
和
彦（
日
高
町
経

済
課
土
木
係
長
）○
日
高
総
合
支
所
施
設
整

備
課
環
境
下
水
道
係
長　

柴
田
哲（
日
高
町

施
設
課
環
境
下
水
道
係
長
）○
日
高
総
合
支

所
施
設
整
備
課
車
両
管
理
係
長　

安
田
一
郎

（
日
高
町
施
設
課
車
両
管
理
係
長
兼
管
財
施

設
係
）○
日
高
総
合
支
所
施
設
整
備
課
水
道

係
長　

炭
本
与
志
男（
日
高
町
施
設
課
水
道
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係
長
兼
環
境
下
水
道
係
）○
日
高
総
合
支

所
施
設
整
備
課　

大
河
原
正（
日
高
町
施

設
課
環
境
下
水
道
係
主
任
）○
日
高
総
合

支
所
庶
務
課　

若
狭
ユ
カ（
日
高
町
総
務

課
）○
日
高
総
合
支
所
経
済
振
興
課　

小

野
寺
孝（
日
高
町
ふ
る
さ
と
振
興
室
）○
日

高
総
合
支
所
庶
務
課　

佐
藤
陸
洋（
日
高

町
総
務
課
）○
日
高
総
合
支
所
庶
務
課　

佐
藤
和
則（
日
高
町
総
務
課
）○
日
高
総
合

支
所
庶
務
課　

長
原
美
季（
日
高
町
総
務

課
）○
日
高
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
兼

介
護
支
援
専
門
員
兼
日
高
総
合
支
所
住
民

生
活
課　

金
子
千
晴（
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
保
健
師
兼
日
高
町
町
民
課
）○
日

高
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
兼
介
護
支
援

専
門
員
兼
日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課　

丹
保
信
哉（
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
兼

日
高
町
町
民
課
）○
日
高
総
合
支
所
住
民

生
活
課　

野
口
裕
基（
日
高
町
町
民
課
）○

日
高
保
育
所　

佐
々
木
琴
美（
日
高
町
町

民
課
保
育
所
）○
日
高
保
育
所　

小
林
吉

夫（
日
高
町
町
民
課
保
育
所
）○
日
高
総
合

支
所
経
済
振
興
課　

江
谷
洋
一（
日
高
町

経
済
課
）○
日
高
総
合
支
所
経
済
振
興
課

竹
内
雅
行（
日
高
町
経
済
課
）○
日
高
総
合

支
所
施
設
整
備
課　

門
野
智（
日
高
町
経

済
課
）○
日
高
総
合
支
所
施
設
整
備
課　

大
平
幸
雄（
日
高
町
経
済
課
）○
日
高
総
合

支
所
庶
務
課　

佐
々
木
和
彦（
日
高
町
総

務
課
公
務
補
）○
日
高
国
民
健
康
保
険
病

院
長　

藤
井
陽
一（
日
高
町
立
国
民
健
康

保
険
病
院
院
長
）○
日
高
国
民
健
康
保
険

病
院
事
務
長
兼
総
務
係
長　

漆
坂
繁
恭（
日

高
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
事
務
長
兼
庶
務

係
長
兼
医
事
係
長
）○
日
高
国
民
健
康
保
険

病
院
事
務
次
長
兼
医
事
係
長
兼
栄
養
管
理
係

長　

山
元
信
弘（
日
高
町
総
務
課
長
補
佐（
税

務
担
当
））○
日
高
国
民
健
康
保
険
病
院　

熊

谷
一
彦（
日
高
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
）○

日
高
国
民
健
康
保
険
病
院　

小
闕
理
恵（
日

高
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
）○
日
高
国
民

健
康
保
険
病
院　

鎌
田
美
咲（
日
高
町
立
国

民
健
康
保
険
病
院
）○
日
高
国
民
健
康
保
険

病
院
看
護
師
長　

榊
原
ま
ゆ
み（
日
高
町
立

国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
科
看
護
師
長
）○

日
高
国
民
健
康
保
険
病
院
主
任
看
護
師　

大

谷
喜
恵
子（
日
高
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院

看
護
科
主
任
）○
日
高
国
民
健
康
保
険
病
院

上
席
准
看
護
師　

藤
澤
政
子（
日
高
町
立
国

民
健
康
保
険
病
院
看
護
科
主
任
）○
日
高
国

民
健
康
保
険
病
院
診
療
放
射
線
技
師
長　

大

谷
一
夫（
日
高
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
放

射
線
科
長
兼
理
学
診
療
科
技
師
）○
日
高
国

民
健
康
保
険
病
院
主
任
薬
剤
師　

田
中
基
嗣

（
日
高
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
薬
剤
科
主

任
）○
日
高
国
民
健
康
保
険
病
院
主
任
臨
床

検
査
技
師　

木
田
保
幸（
日
高
町
立
国
民
健

康
保
険
病
院
臨
床
検
査
科
主
任
）○
日
高
国

民
健
康
保
険
病
院
看
護
師　

今
悦
子（
日
高

町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
科
○
日
高
国

民
健
康
保
険
病
院
准
看
護
師　

北
條
京
子

（
日
高
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護
科
）○

日
高
国
民
健
康
保
険
病
院
准
看
護
師　

本
多

静
子（
日
高
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
看
護

科
）○
日
高
国
民
健
康
保
険
病
院
准
看
護
師

金
子
厚
子（
日
高
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院

看
護
科
）○
日
高
国
民
健
康
保
険
病
院
准
看

護
師　

鳥
谷
部
久
子（
日
高
町
立
国
民
健
康

保
険
病
院
看
護
科
）○
日
高
国
民
健
康
保
険

病
院
准
看
護
師　

渡
辺
千
賀（
日
高
町
立
国

民
健
康
保
険
病
院
看
護
科
）○
日
高
国
民
健

康
保
険
病
院　

千
葉
あ
や
子（
日
高
町
立
国

民
健
康
保
険
病
院
薬
剤
科
）○
日
高
国
民
健

康
保
険
病
院　

三
浦
弘
子（
日
高
町
立
国
民

健
康
保
険
病
院
理
学
診
療
科
）○
生
涯
学
習

課
長
兼
産
業
学
習
推
進
室
長
兼
日
高
山
脈
館

長　

塩
田
透（
日
高
町
教
育
委
員
会
管
理
課

長
）○
産
業
学
習
推
進
室
長
補
佐
兼
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長　

赤
坂
俊
幸（
日
高
町
総

務
課
長
補
佐（
日
高
町
・
門
別
町
合
併
協
議
会

派
遣
））○
産
業
学
習
推
進
室
長
補
佐（
教
務

担
当
）兼
教
務
係
長　

安
田
武
雄（
日
高
町
教

育
委
員
会
管
理
課
長
補
佐
兼
産
業
学
習
推
進

室
教
務
係
長
）○
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
日

高
高
等
学
校
事
務
長　

今
井
英
晴（
日
高
町

教
育
委
員
会
管
理
課
長
補
佐
兼
日
高
高
等
学

校
事
務
長
）○
生
涯
学
習
課
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
事
務
係
長　

榊
原
紀
夫（
日
高
町
教
育

委
員
会
管
理
課
施
設
管
理
係
長
）○
生
涯
学

習
課
教
育
振
興
係
長（
総
務
・
学
校
教
育
担

当
）　

金
子
敏
之（
日
高
町
出
納
室
出
納
係

長
）○
生
涯
学
習
課
教
育
振
興
係
長（
社
会
教

育
担
当
）　

伊
藤
博
教（
日
高
町
教
育
委
員
会

管
理
課
社
会
教
育
係
長
）○
産
業
学
習
推
進

室
庶
務
係
長　

藤
本
か
お
り（
日
高
町
教
育

委
員
会
管
理
課
産
業
学
習
推
進
室
庶
務
係
主

査
）○
日
高
山
脈
館
事
業
係
長（
学
芸
員
）　

小
野
昌
子（
日
高
町
教
育
委
員
会
管
理
課
嘱

託
）○
産
業
学
習
推
進
室　

永
田
邦
彦（
日
高

町
教
育
委
員
会
管
理
課
産
業
学
習
推
進
室
）

○
産
業
学
習
推
進
室　

福
士
康
弘（
日
高
町

教
育
委
員
会
管
理
課
産
業
学
習
推
進
室
）○

産
業
学
習
推
進
室　

佐
々
木
勇
詞（
日
高
町

ふ
る
さ
と
振
興
室
）○
生
涯
学
習
課　

滝
口

和
成（
日
高
町
教
育
委
員
会
管
理
課
）○
生
涯

学
習
課
学
校　

和
田
至（
日
高
町
教
育
委
員

会
管
理
課
学
校
公
務
補
）○
生
涯
学
習
課
学

校　

斉
藤
利
行（
日
高
町
教
育
委
員
会
管
理

課
学
校
公
務
補
）○
生
涯
学
習
課
学
校　

大

宮
司
健
一（
日
高
町
教
育
委
員
会
管
理
課
学

校
公
務
補
）

�
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�
�
�
�
�

��

��

○
川
上
貴
子（
出
納
室
会
計
係
長
）

�������	
�������	

�������	�������	������

平成１８年２月２３日発行のもんべつ議会だより
（Ｎｏ．１１）掲載の第２９回定例会（平成１７年１２月）
議決事項の記事において、人権擁護委員に推薦
された方の氏名表示に誤りがありました。ご迷
惑をおかけしたことをお詫びし、下記のとおり
訂正させていただきます。

�������	
�������	

　門別町議会　議会広報特別委員会
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父　母生年月日氏　名住　所

)梢・章治(２８・１ 柏  木  花  音 
かし わぎ か のん

富川南５

)悦子・誠(３０・１ 山  田  笙  太  郎 
やま だ しょう た ろう

門別本町

)沙織・信也(１・２ 松  本  明  陽 
まつ もと あき ひろ

栄町西２

)利沙子・保(３・２ 宮  崎  愛  莉 
みや ざき あい り

富川東５

)かおり・譲(７・２ 中  村  星  斗 
なか むら しょう と

緑 町

)真弓・道保(９・２ 八  木  姫  生 
や ぎ ひ な

若葉町１

)友子・知之(１０・２ 小  華  和  桃  佳 
こ はな わ とう か

富川南３

)あす香・一彦(１４・２ 石  澤  叶  彩 
いし ざわ と あ

富川西３

)紗里・弘善(１５・２ 丸  田  明  李 
まる た あか り

富川駒丘

)留美・健二(１６・２ 井  元  聖  菜 
い もと せ な

富川東６

)瑠美・宏太(１７・２ 齊  藤  共  也 
さい とう とも や

富川西１０
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　２６日（水）　門別公民館

　＊対象は、平成１７年４、６、９、１２月生まれの赤ちゃん

������

�１１日（火）　門別公民館

　１２日（水）　富川公会堂

　＊対象は、平成１５年１～３月生まれ、平成１６年７～９

　　月生まれの幼児

�������	�
��

�１１日（火）　サンポッケ、門別ふれあいセンター

���������	
�

　１１日（火）　門別ふれあいセンター

　２４日（月）　日高老人福祉センター

�����

　〈三種混合〉　１３，１４日　鎌田病院

　　　　　　　１７，１８日　門別国保病院

〈ポリオ〉　２０日（木）　厚賀コミュニティセンター
　　　　　２４日（月）　新光町生活館
　　　　　２５日（火）　門別公民館
〈麻しん・風しん〉
�����２６，２７日　 門別国保病院
〈ＢＣＧ〉�３，４日 　日高国保病院
　　　　　２６日（水）　門別公民館

�������	
����������	
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　◎対象は、精神的な不安や悩みがある方です。
　〈日時〉４月７日（金）　１３：３０～１５：３０
　〈場所〉静内保健所
　　　　新ひだか町静内こうせい町２丁目８－１
　＊予約制ですので４月３日（月）までに申し込み
　　をしてください。（月１回開催予定です。）
　申し込み先、問い合わせ先
　　静内保健所健康推進課主査または保健師
　　℡０１４６－４２－０２５１

�������	
��

　日高町教育委員会では、平成１８年度日
高町奨学金給与条例に基づく奨学生を次
により募集します。
�������

　日高町に住所を有し、次の条件を備えた人
　　（１）高等学校又は高等専門学校に在学の人
　　（２）経済的理由により学費に乏しく修学困
　　　　難な人
　　（３）身体が健康で学業優良、性行善良な人
�������

　月　額　　１０，０００円
�������

　平成１８年４月２０日（木）
�������

　在籍高等学校長を通して教育委員会に提出し
　てください。
　（書類は教育委員会管理課及び生涯学習課に
　　あります。）
�������

�教育委員会　管　理　課　０１４５６－２－３７２１
　　　　　　　生涯学習課　０１４５７－６－３８５８

札幌弁護士会 ひだか弁護士相談センター

　クレジット・サラ金・交通事故・離婚・相続・賃貸
借・おとなりとのトラブル・・・などなど何でもお気
軽にご相談ください。
　４月の相談日・・・６日（木）　・７日（金）
　　　　　　　　　・２０日（木）　・２１日（金）
　　　　　　　　　・２５日（火）　・２６日（水）
□事前予約制　℡ ０１４６－４２－８３７３
□予約受付　　平日の午前１０時から午後４時まで


	kohotop
	koho1
	koho2
	koho3
	koho4
	koho5
	koho6
	koho7
	koho8

